平成２５年度　鶴岡市ケーブルテレビジョン

放送番組審議会　議事録

期日　平成２５年１１月２０日（水）
時間　午後１時３０分～午後２時３０分
場所　櫛引情報センター　メディアルーム
＜出席者＞
委　員：難波正喜委員(会長)、渡部俊美委員、佐藤正委員、清野清委員、斎藤ゆう子委員

難波惠美委員、佐藤芳彌委員（７名）
※欠席：齋藤明夫委員、菅原勝委員、渡部さとみ委員（３名）

事務局：櫛引庁舎　佐藤支所長、今野総務企画課長、前森主査、佐藤主任
　　　　朝日庁舎　石井総務企画課長、小野寺主査
　　　　指定管理者　株式会社渡会電気土木　武田専務、ケーブルテレビ課丸山課長、
　　　　　　　　　　加藤放送業務係長、金内総務管理係長
傍聴者：０人
公開・非公開の別：公開
１．開会　事務局
　　　会議は、委員総数１０名の半数以上の出席があり、成立する旨報告
２．委嘱状交付　

３．あいさつ
会長

本日は、鶴岡市ケーブルテレビジョン放送番組審議会に、ご多用のところお集まりいただきまして感謝申し上げます。

放送番組審議会は毎年開催されているが、審議会で提案されたことはその都度反映されており、地域に密着した番組づくりに役だっていると思われます。ケーブルテレビジョンは地域に無くてはならない情報機関として大いに活用している方もいると思われます。私もその一人で、毎回放送を楽しみにしております。
今日は、ケーブルテレビジョンに対する忌憚のないご意見を委員の皆様からいただきまして、よりよい番組制作となりますよう願いまして会議を進めてまいりますので、よろしくお願い致します。

支所長
本日はご多用のところ、また、あいにくの天気の中、この会にお集まりいただきまして有難ございます。委員の皆様におかれましては、ケーブルテレビの運営につきまして、格別のご指導とご鞭撻を賜りまして、誠にありがとうございます。心より感謝を申し上げます。

先ほど、放送番組審議委員に新たに５名の方を委員に委嘱申し上げたところです。これからどうぞ宜しくお願い致します。
ケーブルテレビは平成８年に放送をスタートし、１８年目で平成２０年度から朝日地域も放送区域が広がり、この１０月末現在加入数２，９９９件、加入率８３．７％で、多くの住民の皆さんからご加入いただき、ご視聴いただいていることに大変感謝申し上げます。

平成２２年度から市の直営から指定管理制度へ移行し、さらに質の高いサービスの提供と効率的な運営を目的に現在渡会電気土木様から適切な管理運営をしていただいております。

本日は、平成２５年度の自主放送番組の実績を報告させていただきます。自主放送を視聴いただき、委員の皆様から率直なご意見を賜りまして、益々喜ばれる番組づくりに反映させてまいりたいと考えております。
市の映像広報としての役割が大きいケーブルテレビジョンが、地域の身近な情報とそれから派生する交流で今後、活力ある地域づくりに活用できますよう進めていきますので、よろしくご審議いただきますようお願いいたしましてご挨拶とさせていただきます。　

４．報告
（１）自主放送番組の放送実績について
－指定管理者が資料に基づき説明―
５．審議

（１）自主放送番組について（視聴）

ＫＣＴウィークリーから　ミニミニニュース「五感全てで自然を体験　ワクワク♪森の遊園地／森に響く演奏と歌声　第８回いのちのコンサート／元気に大きくなってね！　櫛引南小２年アユの稚魚放流」（Ｈ25.6.29放送）」を視聴

会長：最近の番組の中で字幕が入ってくるが、森に響く演奏と歌声　第８回いのちのコンサートの放送中で、演奏者名などを字幕として入れることはできないのか。負担は大きいのか。字幕を入れると印象に残るのではないか。
委員：中台池の風景がとても良く撮影されて良い。
委員：ニュースのタイトルのネーミングが非常良い。ネーミングや呼びかける言葉で人を引き付ける力を持っている。短い放送の中で分かりやすく伝えている。朝日、櫛引の自然風景を取り上げているのが良い。森の中にピアノや楽器を入れてコンサートを開催しているが、運搬は大変だろうと思う。コンサート開催前の楽器を搬入する様子などの映像があればさらに良いのではないか。
委員：取材は、年間を通して計画していると思うが、新しい事業を入手することが大事である。この３本の放送は色々な角度から役割や目的を捉えて表現している。森のコンサートの放送により参加者の増加の効果があると思う。色々な取り組みの効果が上がるようケーブルテレビが手助けしていくのも大事であると感じた。新しい事業をするためのスタッフの状況はどうか。
指定管理者：取材に出向くのは６人で回しているが、このままの状況では新しいものに取り組むのは難しい。
委員：大きなイベントは、一人での取材は大変ではないか。二人で取材し映像の質を上げることも考えられるのではないか。
指定管理者：通常は一人で取材している。特別番組の中学校の運動会や合唱祭等は二人で取材している。中学校の大きな行事は、同じ日に重なるのでスタッフの調整が大変だ。今のウイクリーや特別番組の放送の質を下げてまでも新しいものに取り組むことは考えていない。
委員：放送内容に歴史などの解説を入れると見方も違ってくるのではないか。子供たちも勉強になる。
委員：内容は良く撮れている。アナウンサーの説明で良く分かる。コンサートの参加者や稚魚を放流した子供たちの生の声が入っているとさらに良い。
指定管理者：今回はミニニュースを視聴いただいた。ミニニュースではインタビューを取り上げてこなかったが、最近はインタビューもするようにしている。

委員：他の委員の発言と同じで、参加者の感想を入れてほしい。
委員：直営から指定管理となったが、予算確保の面はどうか。
事務局：ケーブルテレビ利用料金で事業の運営を行っている。放送番組審議会と利用料金収納業務の人件費は利用料金からは支出していないが、その他の経費は利用料金から支出している。予算規模が縮小したということは無い。来年の４月からの消費税３％値上げと電気料金が値上げされている分を利用料金に反映させる必要があるのではないかと料金改定の検討で進めている。
委員：８３％の加入率の利用料金で事業運営をしているが、防災の面からもこの地域の全世帯が加入する方向に努力すべきでないか。加入促進の方策はどのようにしているか。
事務局：櫛引、朝日地域に転居、転入してきた世帯には住民登録する段階で、加入や加入金の減免を知らせている。また、児童、生徒を取材した放送が多いことから就学に合わせて加入される世帯がある。「見るテレビから出るテレビ」ということで多くの方からテレビに出演していただくことが加入促進になる。
（２）その他
委員：黒川上区公民館広場花壇にある気象観測施設の撤去の見通しは
事務局：気象観測情報のサービスは現在行っていない。撤去の見通しは立たない状況であるが、検討して行く。
　
委員：撤去を強く要望する。
委員：ケーブルテレビ利用料の値上げの話があったが、具体的にどの程度を考えているのか。
事務局：消費税３％と電力料金値上げ分を考えている。便乗値上げとならないよう検討している。

委員：朝日地域が加入する際、利用料金は１，１００円の話もあったが、１，３００円となった。朝日地域は、難視聴対策としてケーブルテレビに加入しているので、いくらでも安価と要望した経緯がある。むやみに値上げしないでいただきたい。
事務局：利用料金で収支均衡がとれている決算状況である。２６年４月からは、消費税３％と電力料金値上げ分の料金改定を提案させていただきたい。
委員：我々は料金値上げに意見を言う機会は無いのか。料金の提案はできないか。

事務局：放送番組審議会であるため、利用料金の提案はできない。櫛引、朝日の特定の地域限定で事業展開していることから、利用料金で事業を行うのが基本である。利用料金で運営するのは通常の放送業務である。施設整備や伝送路保守などのハード部分は、利用料金以外の財源で役割分担しているのでご理解いただきたい。
会長：朝のウイクリーがタイトルだけ放送され、文字情報に切り替わり１時間番組が放送されなかった場合があった。その対応は
指定管理者：放送されていないと連絡等があり、確認次第スタッフがケーブルテレビに駆けつけ対応している。放送事故無いよう心掛けている。

指定管理者：機器トラブルが起こり、職員が駆けつけるが、次の番組までウイクリーの流せない短い時間の場合文字情報に切り替わる。日中であればすぐ対応できるが、早朝であると対応が遅れてしまう。トラブルが無いよう気を付ける。
事務局：庁舎に電話をいただければ、担当者に連絡して対応してもらうことは可能です。
６．その他
　なし
７．閉会　事務局
以上
5

